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資 料 ６



●はじめに ～これまでＪＲ東日本が行った計画運休について

2018年9月30日(日)
台風24号の影響を受け、首都圏初となる計画運休を実施。
※当日の正午過ぎに、午後8時以降全線運休を発表。

過去２回の計画運休を教訓に3回目の計画運休が実施された。

2019年9月9日(月）
台風15号の接近を受け、2回目の計画運休を実施。
※前日8日17時過ぎに、翌日始発から午前8時頃までの運転見
合わせを発表。

→倒木等の影響により、予定されていた8時には運転再開がで
きず、多くのお客さまにご迷惑をおかけすることとなった。



●台風19号接近による2019年10月12～13日計画運休の内容

これまでは現状の気象予報の精度を踏まえ、運休の可能性を
示すのは前日が限界としていたが、方針を転換し、実施四十
八時間前に当たる10日午前中に運休の可能性があると公表す
る異例の対応を取った。

10月10日(水）
台風19号の接近が予想される12～13日
にかけ、首都圏全域で大規模な計画運休
に踏み切る可能性があると発表。

10月11日(木）
12日の計画運休の詳細を発表。
13日の計画運休については12日10:30
頃に発表することとした。



●2019年10月12～13日計画運休時の多言語対応

Twitter による運行情報配信

当社ホームページエマージェンシー枠の活用

（イメージ）



●4か国語によるプレス文のホームページ掲載

※プレス文を、英語・中国語（簡・繁）・
韓国語に翻訳しHPに添付（イメージ）

【JR東日本ホームページ】

※JNTOのウェブサイトやホットラインをご案内



●運転見合わせ線区の表示

路線図を添付し、運転見合わせ線区を状況の更新毎にお知らせ

（ホームページエマージェンシー枠、Twitter）



※中央本線四方津～梁川間土砂流入の画像を表示
（駅の異常時案内用ディスプレイ、Twitter）

●被災状況の画像を配信



●その他の情報提供

ラグビーワールドカップに関して 武蔵小杉駅冠水に関して

（Twitter）




